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○○○○○Indigestible carbohydrates such as dietary fiber and oligosaccharides are prebiotics 
to improve intestinal environment, and are said to be effective in maintaining and 
promoting health. In view of the fact that the majority of pet animals are metabolic 
syndrome, we have produced many functional pet foods containing indigestible 
carbohydrates. In this study, the effectiveness of diet and bioregulation was tested by 
feeding dogs and cats with trial foods containing 0.7-0.8% konjac glucomannan and 
11.1-13.3% oligosaccharides. As a result, no apparent changes such as weight loss, but some 
biological regulatory effects were observed. Specifically, there was a tendency to lower 
triglyceride and total cholesterol, which are indicators of lipid metabolism, and glucose, 
which is an indicator of carbohydrate metabolism. The development of bioregulatory pet 
foods is just beginning, and the outcome of this study will also help.  



































Fig.1 Konjac tuber (left) and konjac glucomannan  
powder (right). 
 























がある．GOS は乳糖のガラクトース残基の C4 位にさら




















便秘の改善 29)，抗う蝕作用 27)が確認されている． 
 
Fig.3  Isomalto-oligosaccharides (IMO) 28). 
 本稿では，食物繊維である KGM とオリゴ糖である











Table 1 に試験用のフード(J, K, L)の組成を示した 31)． 
 




Table 2 に試験に用いたペット動物を示した． 
 




KGM 有 GOS フード(J)を 3 匹の猫(A, B, C)に給餌す
る試験と，その比較対照としての KGM 無 GOS フード
(K)を 3 匹の猫(E, F, G)に給餌する試験を実施した．給餌
のしかたとしては，試験ペットごとに試験フードを朝
10g夜 10g与え，それとは別に通常ペットフードを朝 25g
















目と給餌終了の 21 日目で実施した． 
 











程度のオリゴ糖を 1 日 20g 摂取しても，5kg 前後のペッ
ト動物では健康上に問題が生じないことが分かった． 
Fig.5 に，試験フードを給餌する前(0 日目)と後(21 日
目)の体重を示した．体重が減少したのが 2 匹(A, C)で，
増加したのが 2 匹(B, D)であった．0.8%KGM/13.3% 
GOS フード(J)の 21 日間の摂取によっては，ダイエット
効果が得られないことが分かった． 
 
Fig.5  Body weights in cat (A, B, C) and dog (D) fed 
    the KGM food (J). 
 




設定した給餌期間の 21 日間は短すぎたのかもしれない． 
2・2・2 猫に対する血液検査 
Fig.6 に，KGM 有 GOS フード(J)を猫(A, B, C)に給餌
する試験と，KGM 無 GOS フード(K)を猫(E, F, G)に給
餌する試験で，血液中のトリグリセリド(TG)値を検査し
た結果を示した．KGM 有フード群で TG の減少が 2 匹
(A, C)，TG の増加が 1 匹(B)であった．その比較対照で
ある KGM 無フード群でも TG の減少が 2 匹(F, G)，TG





Fig.6 Triglyceride (TG) levels in cat (A, B, C) fed the  
KGM food (J) and cat (E, F, G) fed the non-KGM 
food (K). 
 
Fig.7 に，GOS フード(J, K)試験で血液中の総コレス
テロール(TC)値を検査した結果を示した．KGM 有フー
ド群では TC の減少が 3 匹(A, B, C)全部で確認され，
KGM 無フード群では TC の減少が 2 匹(E, F)，TG 変化
なしが 1 匹(G)となった．13.3%GOS フードの 21 日間の
摂取によって，猫の TC 値は低下することが分かった． 
 
Fig.7 Total cholesterol (TC) levels in cat (A, B, C) fed 
the KGM food (J) and cat (E, F, G) fed the  
non-KGM food (K).  
 
 Fig.8 に，GOS フード(J, K)試験で血液中のグルコ
－ス(GLU)値を検査した結果を示した．KGM 有フード
群では GLU の減少が 2 匹(A, B)，GLU の増加が 1 匹(C)
であった．KGM無フード群ではGLUの減少が 3匹(E, F, 
G)であった．13.3%GOS フードの 21 日間摂取によって，
猫の GLU 値は低下する可能性が高いと考えられた．10
数%食物繊維フーズを 168 日間 34)あるいは 20 数%食物
繊維フーズを 16 日間 38)給餌することで，猫の GLU 値
が低下したと報告されている．もし，KGM をもっと高
く配合できたとすると，KGM フードでも猫の GLU 値を
低下させることができるであろうと思われる． 
 
Fig.8 Glucose (GLU) levels in cat (A, B, C) fed the 
 KGM food (J) and cat (E, F, G) fed the non-KGM 
 food (K).  
 
 Fig.9 に，GOS フード(J, K)試験で血液中の尿素窒素
(BUN)値を検査した結果を示した．KGM 有フード群で
は BUN の僅かな減少が 2 匹(A, C)，BUN の僅かな増加
が 1 匹(B)であった．KGM 無フード群では BUN の減少










Fig.9 Blood urea nitrogen (BUN) levels in cat (A, B,  
C) fed the KGM food (J) and cat (E, F, G) fed 
the non-KGM food (K).  
 
 Fig.10 に，GOS フード(J, K)試験で血液中のアルカリ
ホスファターゼ(ALP)活性値を検査した結果を示した． 
KGM 有フード群では ALP の減少が 1 匹(A)，ALP の増
加が 2 匹(B, C)であった．KGS 無フード群では ALP の
減少が 1 匹(E)，ALP の増加が 1 匹(G)，ALP ほぼ変化




Fig.10 Alkaline phosphatase (ALP) levels in cat (A,  
B, C) fed the KGM food (J) and cat (E, F, G) fed 
the non-KGM food (K).  
 
 猫の血液検査の結果をまとめると，Table 4 のように
なる．試験フード摂取前(0 日)と摂取後(21 日)での変動
を，3 匹の猫の検査値の平均より求めると，TG，TC，
GLU は減少傾向に，ALP は増加傾向に，BUN は変化し
ないと判断できる． 
 
Table 4  Summary of blood test in cat fed the KGM 




Fig.11 に，KGM 有 GOS フード(J)を犬(D)に給餌する
試験と，KGM 有 IMO フード(L)を犬(H)に給餌する試験
で，血液検査(TG, TC, GLU, BUN, ALP)をした結果を
示した． 
TG 値は GOS フードで減少した．この結果は猫での








TC 値は GOS フードで減少，IMO フードでほぼ変化
なしであった．GOS フードの犬の結果は猫の結果(Table 
4)と一致している．また，TC の減少は 10 数%食物繊維
フーズでも観察されている 43)44)． 
GLU 値は猫での場合(Table 4)と一致して GOS フード
で減少した．一方，IMO フードでは増加したが，その理
由は不明である．また，5-10% FOS＋テンサイ繊維フー
ズ 42)や 10 数%食物繊維フーズ 37)44)でも GLU 値の低下
が報告されている． 
BUN 値は GOS フードでも IMO フードでも増加した．
しかしながら，5-10% FOS＋テンサイ繊維フーズでは，
BUN は減少すると報告されている 42)． 
ALP 活性値は GOS と IMO の両フードで増加した．
猫の場合でも若干の増加傾向を示している(Table 4)．  
 
Fig.11  TG, TC, GLU, BUN and ALP levels in dog (D) 
fed the GOS food (J) and dog (H) fed the IMO 
food (L). 
 
 Fig.11 に示す犬の GOS での血液検査結果は，Table 4 
に示す猫の血液検査結果と BUN を除いてほぼ一致して 
いる．このことは，GOS が犬猫において TG，TC，GLU 
を低下させ，ALP を増加させることを示唆している． 
 



















 犬猫を対象とした KGM 含有フードの機能性に関する
報告はないが，マウスやラットでの報告はある(Table 5)． 
 
Table 5  Animal test with food containing konjac  
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